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【目的】

　後期高齢者が経カテーテル的大動脈弁置換術(TAVI)を受けるという意思決定に影響を及ぼした要因

を明確にし、治療の意思や意向の尊重、主体的な医療参加、今後の生活を見据えた自己決定、対象が

望む生を全うすることにつながる看護支援を検討する。

【方法】

　2017年9月以降にA病院でTAVIを受けた患者を対象に半構造化面接を実施し、逐語録の内容を質的

に分析した。本研究の趣旨、研究への参加は自由意思であり、研究への参加によって不利益や負担が

生じないこと、個人が特定されないよう匿名化をはかることを説明した上で研究の同意を得た。また

所属施設の倫理委員会の承認を得た。そして、心身的負担を考慮し、対象は合併症なく退院された患

者とし面接時間は20分程度とした。

【結果】

　135のコード、46のサブカテゴリからTAVIを受けるにあたっての意思決定の要因はI.疾患・治療に

理解があることII .任せることができることIII.治療への恐怖が少ないことIV.生きることへの期待や希望

があることV.家族の気持ちを大事にしたいVI.決断を先延ばしにしたくないVII.治療を受けられることが

幸運であるの７つが明らかになった。

【考察】

　高齢者は治療や疾患について正確な理解がなくても、本人なりに理解することで納得して治療参加

しており、患者自身がどのように納得しているかの把握が重要である。また、重要他者に決定を委ね

る価値観の中で、重要他者から心理社会的に支持されることが意思決定に影響しているため、医療者

や家族と患者間で大きなずれがないよう支援が必要である。高齢者は老いと死を受容から不安が少な

く、人生への満足観から新規の治療に対しても幸運であるという考えに至っていた。また、自身の役

割の遂行や趣味の継続が生きがいや自分らしさ、人生に期待や希望となっていた。そのため、発達課

題達成への支援や価値観の強化や支持、生きがいの把握が必要であり、時代背景に合わせた支援が重

要である。
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